
【資料２】

地方公共団体における水素エネルギーにかかる取組例一覧

自治体名 その他の取組み（ＦＣＶ導入を除く）

世田谷区

・公用車に燃料電池自動車（ＦＣＶ）の導入

・平成２９年１２月移動式水素ステーション（オフサイト型）の開設（※場所：世田谷清掃工

場）。

杉並区 ・公用車にＦＣＶの導入

台東区 ・公用車にＦＣＶの導入

日野市 ・公用車にＦＣＶの導入

町田市
・公用車にＦＣＶの導入

・水素ステーションの誘致を行う（具体的内容記載なし）。

宮城県

・公用車にＦＣＶの導入

　→水素カーのレンタルリース（※事業者に業務委託）

　→体験試乗会

　→イベント等で設置

・ＦＣＶに対する補助金の設置（上限約１００万円）

・水素ステーションの設置

周南市 ・水素関連事業に係る固定資産税相当額のキャッシュバック

神戸市

・水素スマートシティ

　①燃料電池の利活用促進（ＦＣＶの導入経費補助等）

　②水素ステーションの整備促進

　③水素サプライチェーン構築実証事業

北九州市
・北九州水素タウンプロジェクト

　→新日鉄住金八幡製作所からの副生水素をパイプラインで東田地区に供給

川崎市

・水素エネルギーフロンティア構想

　→川崎臨海部において水素供給グリッドを構築し、石油コンビナートや、水素発電に用いる水素

エネルギーフロンティア構想を検討

横浜市

横浜市エネルギーアクションプラン（施策の柱）の１つに「水素の利活用」を１つの柱としてい

る。

　→燃料電池自動車の普及

　→水素ステーションの整備促進

　→燃料電池フォークリフトの導入促進

　→京浜臨海部活性化協議会の枠組みを利用した水素連携支援


